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まえがき
地球環境の悪化に伴い、石油への依存から脱却し、何らかの代替

エネルギー源を確保することは、我が国及び世界の急務の１つに
なって久しいです。そこで新たなるエネルギー源として「フリーエ
ネルギー」という言葉が現れました。現在では、この言葉の意味は、
この地球へ降り注ぐ太陽光やこの地球上の風や潮汐や火山熱などを
用いた、太陽光発電や風力発電や海洋発電や地熱発電などを意味す
る言葉になっています。
ところが、実はこの「フリーエネルギー」という言葉は、本来は

化学においてドイツの化学者ヘルマン・ヘルムホルツが化学反応で
取り出せる化学エネルギーのことを定義する言葉でした。当時の日
本語では「遊離エネルギー」といいました。化学結合している物質
を化学反応で分解し、自由に解離した時に現れ出る化学エネルギー
のことでした。
これが、自然から取り出せる、あるいは、自然からもたらされる

「ただのエネルギー」や「ただで自由に取り出せるエネルギー」と
いう意味で使われるようになったのは、１９世紀後半から２０世紀
前半のニコラ・テスラの時代になってからといえるでしょう。
ニコラ・テスラは、彼の発明したたくさんの特許の中で、この地

球や太陽との関係、あるいは、重力の性質から、この宇宙空間その
もの、つまり、この室内の何もないと思われる空間そのものから自
由にただでエネルギーが取り出せると考えたのです。その頃のテス
ラの同世代人はそういうエネルギーのことを「フリーエネルギー」
と呼んだのです。以来、フリーエネルギーと世間でいうときは、化
学の遊離エネルギーではなく、テスラたちのいった意味のフリーエ
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ネルギーになりました。
ところで、フリーエネルギーといった場合、物理学者や科学者は

それはあり得ないことだと反論します。それは自然科学の大原理で
ある「エネルギー保存の法則」に反するからだといいます。あるい
は、熱力学の第二法則の「エントロピー増大の法則」に反するから
だといいます。何もないところからエネルギーを取り出すことは
不可能なことであり、仮にそれが取り出せたとしても、必ずエネル
ギーはどこかへ散逸して終いにはなくなってしまうからだというわ
けです。これが今現在の自然科学の世界の常識となる考え方です。
それに対してニコラ・テスラはそういう考え方に敢然と立ち向か

い、それは君たちがこの自然というものの構造や仕組みをまだ十分
に理解していないせいだと反論したのです。１９世紀後半のことで
す。そして彼は実際に様々な装置を発明し、実際にそういうことが
可能であることを示そうとしましたし、実際示しました。
ところが、その道半ば、彼のニューヨークの研究所は謎の火災に

あって消失しました。またコロラド州のコールドスプリングスに移
住した後に建設した、あの有名なテスラタワーのある研究所も後に
謎の火災にあって消失しました。度重なる火災で装置や資材を失
い、さらには研究の支援者がいなくなったことで、彼は研究が続け
られなくなりました。以後、彼の信奉者たちは、同じような思想で
同じような装置をどんどん製作したのですが、やはりそれぞれに謎
の不審火の火災や破壊にあって研究できなくなったのです。あるい
は、謎の突然死で亡くなるものも多かったのです。
こうしていつしか「フリーエネルギー」の研究は途絶え、それは

物理法則に反した一種のオカルトだという風評が漂う世界になった
のです。そしていつしか過去にはナイヤガラの滝を使った水力発電
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でニューヨークのマンハッタンを明るくし、エジソンとスタイン
メッツとともにノーベル物理学賞にノミネートされたニコラ・テス
ラですら、マッドサイエンティストの代名詞になり、SFの格好の
ネタになっていったのです。
本書はこういうニコラ・テスラのたどった運命を１つの雛形とし

てつぶさに眺めながら、フリーエネルギーや UFOの原理に関する
問題をこれまでとは全く違った視点で見ていくつもりです。

井口和基 Ph.D.
令和 3年 (2021年) 3月 4日　阿南の自宅にて
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